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第４２回九州ブロック専門学校体育大会 福岡大会 実施要項 
 
１ 趣  旨 

九州各県の専修学校各種学校において、日々専門の技術・技能・知識の習得に励んでいる学生が一堂に会

し、スポーツを通じて逞しく健全な心身・健康増進を図るとともに、競技により技を競い高め合い、お互い

の友情と理解を深め、学校間・学生間の親睦と協調を図る。 

さらに、九州８県が集う本大会とあって、この大会の開催が地域の振興に寄与するとともに、 多くの県

民の皆様に専修学校各種学校に対する理解と認知度を高める。 

 

２ 主  催 
全国専修学校各種学校総連合会九州ブロック協議会 

 

３ 共  催 

全国専修学校各種学校総連合会 
 

４ 主  管 
一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会 

 

５ 後  援 
  福岡県 福岡県教育委員会 福岡市 福岡市教育委員会 粕屋町 粕屋町教育員会 

  ＮＨＫ福岡放送局 西日本新聞社 
 

６ 開 催 日 
令和５年１１月１６日(木)～１１月１７日(金) 

○１１月１３日(月)   種目別代表者(監督)会議 オンライン会議 

○１１月１６日(木)   開会式・競技１日目 

○１１月１７日(金)   競技２日目・閉会式 

 

７ 開催場所 
 別紙日程一覧表のとおり 

 

８ 参加資格 
全国専修学校各種学校総連合会九州ブロック協議会会員校の在学生であり、九州ブロック協議会の申し合わ

せにより選出された代表選手とする。 

 

９ 実施競技(種目) 
８競技（※印は、団体戦と個人戦を実施） 

①軟式野球(性別不問)  ②フットサル（性別不問） ③バレーボール(男･女) 

④バスケットボール(男･女) ⑤卓球※(男･女) ⑥テニス※(男･女) 

⑦ソフトテニス※(男･女)  ⑧バドミントン※(男･女) 

 

10 大会ルール 

   各競技実施要項による 

 

11 申し合わせ 
(1) 競技別参加チーム制限数及び補充規定について 

(A) 団体競技 

  ・各県代表１チームとし、最大参加校８校で競技し優勝を競うこととする。 

  ・各県代表の選出については、各県の内規とする。 

  ・不参加県がある場合は、開催県にて補充する。（コロナ感染対策として） 

    

-1-



 

(B) 個人競技 

  ・各県代表２名とし、最大１６名で競技し優勝を競うこととする。 

  ・各県代表の選出については各県の内規とする。 

  ・不参加県があり１６名に満たない場合は、上記大会ルール(A)団体競技の補充基準に準ず 

   る。 

・エントリー後の選手変更は認めないこととする。  

 

(2) 表彰に関する事項（３位決定戦の実施は競技により異なる。） 

(A) 団体競技  

     ・優 勝（優勝旗・トロフィー・賞状） ※フットサルはトロフィー・賞状 

     ・準優勝（盾・賞状） 

     ・３ 位（賞状） 

(B) 個人競技  

     ・優 勝（トロフィー・賞状） 

     ・準優勝（盾・賞状） 

     ・３ 位（賞状） 

 

12 参加申込み【WEB エントリー】 

  参加申込みは、委託先の名鉄観光サービス株式会社のサイトよりエントリーする。 

  各校が直接エントリーするため、県事務局の取りまとめの必要はない。 

後日、申込状況に漏れがないか確認を依頼する。 

  操作方法については、別にマニュアルを用意する。 

 

13 参加申込み期限 
 令和５年１０月３日(火)  

  

14 参加費 
(1) 各県負担金２０万円（但し福岡県は３０万円） 不参加県５万円 

(2) 九州ブロック専門学校体育大会登録料 選手１名当たり８００円 

 

15 宿泊関係 

宿泊、弁当については下記旅行社へ委託しております。 

参加申込みより続けて、ＷＥＢメニューよりご予約いただけます。 

操作方法はマニュアルをご覧ください。 

 

■名鉄観光サービス株式会社福岡支店 

 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1-2-5 TEL 092-451-8811 

 

16 大会開催要項、選手名簿・競技組合せ一覧等について 
(1) 大会開催要項(事前にホームページに電子パンフレットを掲載予定) 

(2) 選手名簿・競技組合せ一覧（監督者会議当日 11 月 13 日にホームページにて公開予定) 

(3) 第４２回大会の組合せ抽選は、実行委員会において事前抽選会規約に従い実施する。 

 

17 大会事務局  
  一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会 

     〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町 13-50  吉塚合同庁舎 6F 

    TEL 092-292-6104 FAX 092-292-6197  

URL  https://www.fsk-net.or.jp  Mail info@fsk-net.or.jp 

 

  ◎ 注意事項：傷害保険は参加校各学校で加入しておくこと。 
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大会役員（九州ブロック協議会） 
 

 

大 会 顧 問  岩 本   仁  全専各連九州ブロック協議会 顧問 

 

大 会 会 長  大 村 陽之介  全専各連九州ブロック協議会 会長 

                              一般社団法人福岡県専修学校各種学校協会 会長 

 

大会副会長  加 藤 雅世子  佐賀県専修学校各種学校連合会 会長 

 

大会副会長  岩 永 城 児  一般社団法人長崎県専修学校各種学校連合会 会長 

 

大会副会長  木 庭 順 子  一般社団法人熊本県専修学校各種学校連合会 会長 

 

大会副会長  山 下 麻由香  一般社団法人大分県専修学校各種学校連合会 会長 

 

大会副会長  井手脇 康 智  一般社団法人宮崎県専修学校各種学校連合会 会長 

 

大会副会長  神 村 慎 二  一般社団法人鹿児島県専修学校協会 会長 

 

大会副会長  長 濵 克 実  一般社団法人沖縄県専修学校各種学校協会 会長 
 

 

 

大会委員（開催県関係） 
 

 

大会委員長  竹口 伸一郎  一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会 理事 

                 （学校法人麻生塾 専門学校麻生工科自動車大学校 校長） 

 

競 技 担当委員長 所属校 

軟式野球 緒方  保 専門学校コンピュータ教育学院 

フットサル 佐々木  理 学校法人麻生塾 

バレーボール 石橋 大輔 福岡医療専門学校 

バスケットボール 稲吉 貴博 麻生建築＆デザイン専門学校 

卓 球 花生 義一 専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ 

硬式テニス 田中 俊光 福岡医健・スポーツ専門学校 

ソフトテニス 川口 孝真 中村調理製菓専門学校 

バドミントン 岩本紗矢香 平岡栄養士専門学校 
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日程一覧 
 

 

日  程 
行事および種目 会  場 

日 付 開始時刻 

11月 13日（月） 

10:30～ 

13:30～ 

15:00～ 

監督者会議（野球、卓球） 

監督者会議（バレー、バスケ、テニス） 

監督者会議（フットサル、ソフトテニス、

バドミントン） 

オンライン（zoom ミーティング） 

11月 16日（木） 

開場時刻 競技種目名 区分 試合数 競技会場 

9:00 軟式野球 団体  春日公園 野球場 

9:00 フットサル 団体  ぺナスタ博多 

 9:00 バレーボール 団体  福岡市民体育館 

 9:00 バスケットボール 団体  粕屋町総合体育館 

 9:00 卓球 団体  博多体育館 

 9:00 テニス 団体  名島運動公園 

 9:00 ソフトテニス 団体   〃 

 9:00 バドミントン 団体  中央体育館 

11月 17日（金） 

 9:00 軟式野球 団体  春日公園 野球場 

 9:00 フットサル 団体  ぺナスタ博多 

 9:00 バレーボール 団体  福岡市民体育館 

 9:00 バスケットボール 団体  粕屋町総合体育館  

 9:00 卓球 個人  博多体育館 

 9:00 テニス 個人  名島運動公園 

 9:00 ソフトテニス 個人   〃 

 9:00 バドミントン 個人  中央体育館 

 

 

【各競技会場連絡先】 
競技会場 所在地 電話 

春日公園 野球場 福岡県春日市原町 3-1-4 092-592-0544 

ぺナスタ博多 福岡市博多区井相田 2-3-3 092-588-8227 

福岡市民体育館  福岡市博多区東公園 8-2 092-641-9135 

粕屋町総合体育館 福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁 3-2-1 092-939-5130 

博多体育館 福岡市博多区山王 1-9-5 092-481-0301 

名島運動公園 福岡市東区名島 2-43 092-681-1278 

中央体育館 福岡市中央区赤坂 2-5-5 092-741-0301 

 

 

【事務局】一般社団法人福岡県専修学校各種学校協会 

福岡市博多区吉塚本町１３－５０ 吉塚合同庁舎６Ｆ 

TEL 092-292-6104  FAX 092-292-6197 

Mail info@fsk-net.or.jp 

 

【お問合せ】協会ホームページのお問い合わせフォームからお願いします。 

      https://www.fsk-net.or.jp 
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種目別開会式 

 

各競技会場で実施いたします。ユニホームに着替えて指定の時間にご集合ください。 

詳細は監督者会議でご説明いたします。 
 

○軟式野球・フットサル・バレーボール・バスケットボール 

  初日の第１～２試合のチーム（男女とも）は午前９時３０分に集合し、開会式へ参加すること。 

  第３試合以降のチームは、試合開始予定時間の１時間前に到着すること。 

  ※組合せは監督者会議（11 月 13 日）以降に公表します。 

 

○卓球・テニス・ソフトテニス・バドミントン 

   団体戦の全チーム（男女とも）、午前９時３０分に集合し、開会式へ参加すること。 

 

【式次第】 

 

１ 開会の辞 

２ 優勝旗返還 

３ 大会役員挨拶 

４ 審判紹介 

５ 競技委員紹介 

６ 諸連絡 

７ 閉式・試合開始 

 

 
種目別閉会式 

 

競技終了後、各競技会場で実施いたします。 

 ３位のチームで閉会式まで残られない場合は先に賞状をお渡しいたします。 

お帰りの前に、必ず本部席へお立ち寄りください。 

 
【式次第】 

 

１ 成績発表 

２ 表彰 

３ 講評および閉会の言葉 
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組合せ抽選要領 

 
１ 実施者 

  一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会 

 

２ 組合せ抽選期日・抽選会場 

(1) 日 時  令和５年１０月２５日（水） １３時３０分～１６時 

(2) 会 場  オンライン開催（zoom ミーティング） 

 

３ 組合せ抽選手順 

  「第４２回九州ブロック専門学校体育大会福岡大会 事前抽選会規約」に従い実施する。 

（1）参加団体・個人の確認（団体名・参加数） 

（2）トーナメント戦・リーグ戦の確認 福岡大会実施要項「第 11 項 申し合わせ」による 

（3）トーナメント表・リーグ戦表の準備 

（4）抽選の各競技種目の順番は、競技実施要項の掲載順とする。 

（5）抽選順序及び抽選順の確定 

  ※７月２０日の体育部会にて初回の抽選順を決定する。 

※以降は繰上げ方式を採用するが、開催県（福岡県）はいずれも最後とする。 

（6）抽選札（番号を記入した抽選札：リーグ表・トーナメント番号記入） 

 ※団体戦はシードしない。個人戦は、過去の成績によりシードする。 

   (7) 特例 

参加チーム（個人）が極端に少ないとき、参加する県に偏りがあり合理的な組合せが限定されるとき等

は、開催県の裁量により予め組合せ案を作成し提案することができる。 

 

４ 日程について 

（1）参加申込期限 ・・・・・・・・・・・１０月 ３日（火） 

（2）参加団体・個人確認期限・・・・・・・１０月１０日（火） 

  ※エントリー状況を各県事務局へ戻しますので、ご確認ください。 

（3）組合せ抽選  ・・・・・・・・・・・１０月２５日（水） 

 

５ 確認事項 

(1) 組合せ抽選は厳正に行うこと。 

(2) 組合せ抽選結果は、監督者会議の日（11 月 13 日）からホームページで公開する。 

冊子のＰＤＦ版をＷＥＢ上に公開し、紙の配布は行わない。 

(3) 組合せ抽選結果は、種目別代表者(監督)会議以前に漏洩の無いよう万全を期すこと。 
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雨天時・グラウンド不良時等の注意事項 

 

 

【該当競技】  軟式野球・フットサル・テニス・ソフトテニス 

 

● １１月１６日（木） 
 
 ① ９時００分に競技会場にて、主催者、参加チームの監督、審判員により検討し、主催者が判断を下す。 

① グラウンドの状態が悪い場合、時間を繰り下げて実施する。（試合方法の変更等あり） 

② 実施不可能な雨の状態の時は翌日に順延とする。都合により１１月１７日（金）に参加出来ないチーム

は、不参加とし対戦表から除く。 

  

③ 翌日の雨天が懸念される場合、翌日実施予定の試合を繰り上げて実施することがある。 

 

 

 

● １１月１７日（金） 
 
 ① ９時００分に競技会場にて、主催者、参加チームの監督、審判員により検討し、主催者が判断を下す。 

 ② グラウンドの状態が悪い場合、時間を繰り下げて実施する。（試合方法の変更等あり） 

 ③ 実施不可能な雨の状態の時は中止とする。 

 ④ １６日の競技が順延になった場合も、１７時以降には新しい試合は行わない。 

   ※詳細の運営に関しては、主催者の判断で決定する。  
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出場校からのお問い合わせについて（お願い） 

 
 本大会へ出場されます学校様からのご質問は、協会ホームページの「お問い合わせ」の入力フォームよりお願

いいたします。 

大会事務局、競技ご担当者様（専門学校教員）、委託企業（名鉄観光サービス様）など、複数で分担しているた

め、お電話では担当者にたどり着くまでお時間を要する可能性がございます。 

何卒ご理解の上ご協力お願い申し上げます。 

 

【一般社団法人福岡県専修学校各種学校協会 ホームページ】  

 

https://www.fsk-net.or.jp/ 
 

 

１．「お問い合わせ」ボタンはトップページ右上にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．フォームが開きましたら、「お名前」には学校名とご担当者様の氏名を記載ください。 

   必須項目と、できましたら「都道府県」をご入力され送信ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３．担当者より速やかにメールまたはお電話にてご回答いたします。 

以上 
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 春日公園　野球場

福岡県春日市原町３－１－４　　TEL　０９２－５９２－０５４４

３． 種 別 性別不問

４． 試 合 方 法 （1） トーナメント方式とする。

（2） 試合は７回終了とするが、１時間３０分を過ぎて次のイニングには進まない。但し、同点の場合、時間内

の延長は認める。

（3） コールドゲームは、４回以降７点差とし、雨天及び日没は４回以降で試合成立とする。但し、決勝戦に

ついては、コールドゲームは適用しない。

（4） ボークについては、警告はないものとする。

（5） 時間内で勝負が決しない場合は、勝敗が決するまで以下のタイブレーク方式にて競技を続行する。

（方式：前イニングの終了時からの継続とし、無死満塁で実施する。）

（6） バットは、ＪＳＢＢマーク付のものを各校持参し使用する。

（7） その他は、当該年度の全日本軟式野球連盟規則に準ずる。

５． 審 判 （1） 審判（球審・塁審）は実行委員会が別途委嘱する。

６． 競 技 規 則 （1） 監督１名、コーチ１名、マネージャ１名、選手１８名の計２１名までを事前にチーム毎に登録を行う。

（女子選手の登録も可）

（2） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチーム

の出場を停止し、失格とする。（ベンチ入りした者も含む。）選手の背番号は、登録時に提出された番

号が固定番号となり、大会中の変更はできない。

（3） 選手は、統一されたユニフォーム・帽子・スパイク（金属スパイク可）を着用すること。

（4） ユニフォームは、全日本軟式野球連盟規則に準ずる。

（5） 打者及び走者はヘルメットを、捕手はマスク・ヘルメット・プロテクター・レガーズを必ず着用すること。

（6） 試合開始予定時刻を５分経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（7） ベンチは、トーナメント表の若い番号（左側）のチームが一塁側とする。

（8） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 （1） 全日本野球連盟公認球ナガセケンコー「Ｍ号」を使用し、大会本部が用意する。但し、練習球は各チ

ームで用意すること。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 打順表は、試合開始予定時刻３０分前もしくは前試合の３回終了時に、主将が競技本部に３部持参し、

先攻・後攻を決める。

（3） 守備練習（フィールディング）は行わない。但し、試合会場内では外野でのキャッチボール・ブルペン

での投球練習は認め、それ以外の練習は禁止する。

（4） 審判員の判定には素直に従い、スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。ルール適用に

おける抗議は監督のみとする。

（5） 出場選手の交代は、必ず監督が球審に告げること。

（6） 試合終了後、両チームでグラウンド整備を行うこと。

（7） ベンチ内には、登録選手と監督とコーチとマネージャーのみが入れるものとする。

（8） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（9） 天候の都合等により、実施要項や組み合わせおよび日程を、中止を含め変更する場合がある。

（10） グラウンドやベンチおよび試合会場内は、禁煙とする。（会場使用規定による。）ベンチおよび応援席

など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（球場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（11） 各チームや選手個人の持ち物は、自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（12） 競技中の事故等については、主催者側にて応急処置は行うが、救急箱等は各チームで用意し、責任

を持って処置すること。（参加チームは事前に傷害保険に加入しておくこと。）

（13） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

（14） ウォーミングアップなどの事前練習は、「屋外練習場」を用意しているので、各チーム協力して使用す

ること。また、使用後はグラウンド整備を行うこと。

（15） 大型バスを利用するチームは所定の場所にて乗降車し、バスは指定の駐車場に駐車するものとする。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

軟式野球競技責任者　 専門学校コンピュータ教育学院　　緒方　保

　　　　　　　　　　　　　

①軟式野球競技実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 ぺナスタ博多

福岡市博多区井相田２－３－３　　TEL　０９２－５８８－８２２７

３． 種 別 性別不問

４． 試 合 方 法 （1） 抽選会にて組み合わせを決定する。欠席された学校については体育委員に一任する。

（2） 試合時間は7分ハーフでタイムアウト無しのランニングタイムで行う。（ハーフタイムは２分間）

（3） 試合はリーグ戦方式を原則とするが、参加校数によってはこの限りではない。

（4） リーグ戦は勝ち点方式を採用する。（勝ち＝３　引き分け＝１　負け＝０）

なお勝ち点で並んだ場合は得失点、総得点、当該チーム同士の勝敗の順番で判断する。

（5） 試合中に退場処分を受けた者は、その試合と次の試合の出場を停止する。

（6） 当大会中、警告を２回受けた者は、次の１試合に出場できない。

（7） 原則として（公財）日本サッカー協会「フットサル競技規則」に準拠する。

ただし、相手へのスライディング行為は禁止とする。

（8） 男子学生への得点は１点、女子学生の得点は２点とする。

（9） 女子学生に対するファールは原則PKとする。（PKキッカーはファールを受けた者）

５． 審 判 審判は審判員が行い、判定・グラウンドルールは審判に一任される。

６． 参 加 規 定 （1） 選手の登録は１人１チームとし、他競技への登録は認めない。

（2） チーム編成については男子学生のみ、女子学生のみ、男女混合いずれも良いものとする。

（3） 当大会への登録選手及び各試合の登録選手は１チーム最大12名までとする。

（4） 試合中の交代は無制限とし、ベンチへ退いた選手は交代要員となり再びピッチに戻ることが可能。

（5） アウトオブプレー、インプレーに関わらず交代可能。ただし、選手が交代ゾーンのラインより外に出る

まで、交代者はピッチに入ることはできない。

（6） ゴールキーパーは交代者の誰とでも交代可能。

（7） 虚偽登録などの違反行為が発覚した場合、当該チームは0‐3の不戦敗とする。

（8） 試合開始時間は大会日程の試合時間を厳守し、試合開始時間までにメンバーが3人以上集まらない

ときは棄権とみなし、対戦相手の不戦勝とする。（3‐0）

（9） ユニフォームはチーム内同一が望ましいが、ビブスでも可。ただし、パンツ、ソックスはチーム内で同色

を着用すること。ゴールキーパーは必ず別色とする。

（10） シューズはフットサル用もしくはトレーニングシューズとし、すね当ての着用を義務付ける。

７． 試 合 球 試合球は「モルテン社製」とし、大会事務局にて準備する。

８． 注 意 事 項 （1） 腕時計やネックレス・ブレスレット・ピアス等のアクセサリー類の着用は禁止する。

（2） 学生は審判や競技委員の指示に従い、速やかに行動すること。

（3） 学生らしく振る舞うこと。特に応援の学生が来ている学校については選手だけでなく、応援の学生に

ついても責任をもって対処すること。

（4） 会場内では禁煙とし、ゴミは各自で持ち帰ること。

（5） 不参加等の予定変更の時は前日までに事務局と対戦校に連絡すること。

（6） ケガなどの治療のための救急箱は各チームで用意し、各チームにて責任を持つこと。

参加チームは事前に傷害保険に加入しておくこと。

（7） ベンチ内ではユニフォームを脱ぐかビブスを着用すること。（各チームにて準備のこと。）

９． 問 い 合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

フットサル競技責任者 学校法人麻生塾　　佐々木　理

②フットサル競技実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 福岡市民体育館

福岡市博多区東公園８－２　　TEL　０９２－６４１－９１３５

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （1） トーナメント方式とする。

（2） ２５点のラリーポイント制で１試合３セットマッチとし、２セット先取したチームを勝ちとする。

（3） その他は、当該年度の日本バレーボール協会（ＪＶＡ）制定の６人制競技規則に準ずる。

５． 審 判 （1） 審判（主審・副審）は実行委員会が別途委嘱する。

（2） ラインズマン等の補助員は、両日とも競技責任者の指定したチームで行う。なお補助員は、ラインズマ

ン４名、得点係２名、記録１名とする。

（3） 試合終了後、記録員が結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 部長・監督・コーチ・マネージャー・トレーナー各１名、選手１４名の計１９名までを事前にチーム毎に登

録を行う。

（2） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチーム

の出場を停止し、失格とする。（ベンチ入りした者も含む）

（3） 選手は、統一されたユニフォームまたは運動服を着用し、胸部および背部にはゼッケンを付けること。

（4） 主将は胸部ゼッケンの番号の下にキャプテンマーク（縦２ｃｍ×横８ｃｍ）を付けること。

（5） リベロの選手は、リベロとはっきり分かるユニフォーム又はビブスを着用のこと。

（6） ゼッケンは２０ｃｍ×２０ｃｍで上段に学校名、下段に数字を明記し、文字幅は２ｃｍ以上であること。

（7） 選手は、競技用シューズまたは体育館シューズを履くこと。

（8） 試合開始予定時刻を経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（9） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 Ｍｏｌｔｅｎ社製ＪＶＡ検定球５号を使用し、大会本部が用意する。但し、練習球は各チームで用意すること。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） ラインアップシートは、試合開始前に本部に提出すること。

（3） 監督・コーチおよびマネージャーは、左胸部に既定のマークを付けること。

（4） 審判員の判定には素直に従い、スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。ルール適用に

おける抗議は、ゲームキャプテンのみとする。

（5） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（6） ベンチ内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。

（7） ベンチおよび応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（8） 各チームや選手個人の持ち物は、自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（9） 競技中の事故等の治療の為の救急箱等は各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害保険

に加入しておくこと。

（10） ウォーミングアップなどの事前練習は、別会場を用意していないので、試合前に時間を設定するので、

これを利用して実施する。

（11） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問 い 合 せ 先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

バレーボール競技責任者 福岡医療専門学校　石橋　大輔

③バレーボール競技実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 粕屋町総合体育館

福岡県糟屋郡粕屋町駕与３－２－１　　TEL　０９２－９３９－５１３０

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （1） 男女ともトーナメント方式とする。

（2） ４クォーター制とし、各１０分、インターバル２分、ハーフタイム１０分とする。

（１０－②－１０－⑩－１０－②－１０）

（3） その他は、２０２３年度の日本バスケットボール協会（ＪＢＡ）制定の競技規則に準ずる。

５． 審 判 （1） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（2） １６日（競技１日目）、第１試合のＴＯおよび補助員は、第３試合の両チームより４名ずつ選出すること。

また、第２試合以降は、前の試合の敗者チームより８名選出すること。

１７日（競技２日目）、第１試合のＴＯおよび補助員は、第２試合の両チームより４名ずつ選出すること。

また、第２試合以降は、前の試合の敗者チームより８名選出すること。

６． 参 加 規 定 （1） 各校該当試合の開始予定時刻１時間３０分前（第１試合のみ３０分前）までにメンバー表を本部席に提

出すること。また、怪我防止のため爪のチェックを行います。

（2） 各校該当試合の開始直前練習の際に、メンバー表をオフィシャル及び対戦チームにそれぞれ１部ず

つ提出すること。

（3） チーム編成は、監督１名・コーチ１名・マネージャー２名・選手１５名の計１９名までとし、全員メンバー

表に記入すること。メンバー表に書かれていない者はベンチに入ることができない。

（4） 出場選手はそのチームの学校の学生であること。それ以外の者や他の競技との二重登録者を起用し

た場合は、そのチームの出場を停止し失格とする。（ベンチ入りした者も含む）

（5） 服装は揃いのユニフォームもしくはビブスの濃淡２着を用意し、今大会については、背番号について

は、０番から二桁の番号であれば認める。

（6） 試合当日、上記（５）のいずれかを用意していないチームは、出場を停止し失格とする場合もある。

（7） 選手は、競技用シューズまたは体育館用シューズを履くこと。

（8） 試合開始予定時刻を経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（9） ベンチは、トーナメント表の若い番号（左側）のチームが、オフィシャルに向かって右側とし、ユニフォ

ームは淡色、左側のチームは濃色とする。

（10） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 男子はＭｏｌｔｅｎ社製ＪＢＡ検定球７号、女子はＭｏｌｔｅｎ社製ＪＢＡ検定球６号を使用し、黒マジックでチーム名

を明記した試合球を１球用意すること。その他練習球は、各チームで用意すること。

８． 注 意 事 項 （1） 競技場内は全て禁煙とする。

（2） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（3） 審判員の判定には素直に従い、スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。質問はキャプ

テンのみを通して申し出ること。

（4） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（5） 選手間のトラブルは違反行為として対処する。

（6） ベンチ内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。ペットボトルも不可

であるが、ストロー形式のものは使用できる。

（7） ベンチおよび応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（8） 各チームや選手個人の持ち物は、自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（9） 競技中の事故等の治療の為の救急箱等は各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害保険

に加入しておくこと。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

バスケットボール競技責任者 麻生建築＆デザイン専門学校　　稲吉　貴博

④バスケットボール競技実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 博多体育館

福岡市博多区山王１－９－５　　TEL　０９２－４８１－０３０１

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （１） 男女とも４チーム以上の場合トーナメントとする。３チームの場合はリーグ戦とする。

（２） ４シングルと１ダブルス計５マッチ（試合) 制とし、３マッチ先取したチームを勝ちとする。

（３） 試合順はABC-XYZ方式で、シングル⇒シングル⇒ダブルス⇒シングル⇒シングルとする。

※選手A，Yはシングルのみとする。

※（ABC）（XYZ）はジャンケンで決める。

（４） １マッチ（試合）は、１ゲーム１１点の５ゲームマッチ制とし、３ゲーム先取した者を勝ちとする。デュース

（１０－１０以降）の場合は２点リードした時点で勝ちとする。

（５） タイムアウト制については採用しない。

（６） その他は当該年度の日本卓球協会（ＪＴＴＡ）制定の競技規則に準ずる。

５． 審 判 （１） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（２） 記録係は実行委員会が用意する。

（３） 試合終了後、勝者チームは速やかに試合結果を競技本部に報告すること。

６． 参 加 規 定 （１） １チームは男女とも選手登録された３名とする。ただし、補欠２名の選手登録を可とする。

（２） 出場選手は選手登録者であること。登録外者や他競技との二重登録者を起用した場合は、そのチー

ムの出場を停止し、失格とする。

（３） 選手は、競技用シューズまたは体育館用運動靴を履き、背部にゼッケン（２０㎝×２０㎝）を付けたユニ

ニフォームまたは運動服を着用した者に限る。

※ゼッケンには、上段に学校名（略称可）、下段には氏名を明記すること。

（４） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもメンバーが揃わないチームは棄権とみなす。

（５） 競技開始前に、選手オーダー表 (２部) を競技本部に提出すること。

（６） その他は監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 Nｉｔｔａｋｕプラ３スタープレミアム（白）を使用。大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （１） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。なお、内容を選手全員へ通達してお

くこと。

（２） ラケットの両面にラバーを張る場合は、片面は赤、片面を黒の異色にすること。

（３） 揮発性の有機溶剤を含む接着剤、ラバークリーナー、リームバー等の持込は禁止。日本卓球協会が

公認している接着剤以外の使用は禁止する。

（４） 参加規程に違反し、または不都合な行為があった場合、そのチームの出場を停止し、失格とする。

（５） 会場内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。                                       

（６） 応援席など会場内でのゴミ等は、各学校で責任を持って持ち帰ること。                                        

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（７） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（８） 競技中の事故等の治療の為の救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害保

険に加入しておくこと。

（９） ウォーミングアップなどの事前練習は、別会場を用意していないので、試合前に時間を設定し、これを

利用して実施する。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

卓球競技責任者 専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ　　花生　義一

XZ

４

A

⑤－１　卓球競技（団体）実施要項

Y

５

C

Z

試合順

ABC

XYZ

１

A

X

２

B

Y

３

BC

-13-



１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 博多体育館

福岡市博多区山王１－９－５　　TEL　０９２－４８１－０３０１

３． 種 別 男子個人・女子個人

４． 試 合 方 法 （１） 男女ともトーナメントとする。

（２） １マッチ（試合）は、１ゲーム１１点の５ゲームマッチ制とし、３ゲーム先取した者を勝ちとする。

最終ゲームは５点でエンド交代する。デュース（１０－１０以降）の場合は２点リードした時点で勝ちとす

る。

（３） タイムアウト制については採用しない。

（４） その他は当該年度の日本卓球協会（ＪＴＴＡ）制定の競技規則に準ずる。

５． 審 判 （１） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（２） 記録係は実行委員会が用意する。

（３） 試合終了後、勝者は速やかに試合結果を競技本部に報告すること。

６． 参 加 規 定 （１） 出場選手は選手登録者であること。登録外者や他競技との二重登録者を起用した場合は、そのチー

ムの出場を停止し、失格とする。

（２） 選手は、競技用シューズまたは体育館用運動靴を履き、背部にゼッケン（２０㎝×２０㎝）を付けたユ

ニフォームまたは運動服を着用した者に限る。

※ゼッケンには、上段に学校名（略称可）、下段には氏名を明記すること。

（３） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもコートに来ない場合は棄権とみなす。

（４） その他は監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 Ｎｉｔｔａｋｕプラ３スタープレミアム（白）を使用。大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （１） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。なお、内容を選手全員へ通達してお

くこと。

（２） ラケットの両面にラバーを張る場合は、片面は赤、片面を黒の異色にすること。

（３） 揮発性の有機溶剤を含む接着剤、ラバークリーナー、リームバー等の持込は禁止。日本卓球協会が

公認している接着剤以外の使用は禁止する。

（４） 参加規程に違反し、または不都合な行為があった場合、そのチームの出場を停止し、失格とする。

（５） 会場内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。                                            

（６） 応援席など会場内でのゴミ等は、各学校で責任を持って持ち帰ること。                                        

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（７） 選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（８） 競技中の事故等の治療の為の救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害保

険に加入しておくこと。

（９） ウォーミングアップなどの事前練習は、別会場を用意していないので、試合前に時間を設定し、これを

利用して実施する。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問 い 合 せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

卓球競技責任者 専門学校西鉄国際ビジネスカレッジ　　花生　義一

⑤－２　卓球競技（個人）実施要項

-14-



１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 名島運動公園

福岡市東区名島２－４３　　TEL　０９２－６８１－１２７８

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （1） 男女ともにリーグ戦もしくはトーナメント方式とする。またはその混合方式とする。

（2） ２シングルと１ダブルスの３マッチ（試合）制とし、２マッチ（試合）先取したチームを勝ちとする。

（3） 試合順は、ダブルス１→シングルス１→シングルス２とする。

（4） １マッチ（試合）は、１セットマッチのノーアドバンテージ方式とする。６ゲーム対６ゲームの場合は、７ポ

イントタイブレークを行う。

（5） 提出された選手オーダー表に記された選手順位を変更してはならない。

（6） その他は、「ＪＴＡテニスルールブック２０２３」の競技規則に準ずる。

５． 審 判 （1） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（2） 審判は、選手によるセルフジャッジとし、トラブルがあった時は、競技本部にて判定する。

（3） 試合終了後は、勝者チームが結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 選手２名～６名を事前にチーム毎に登録を行う。

（2） 同一選手の２シングルスの出場は出来ない。（１ダブルスと１シングルスは可能）

（3） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチーム

の出場を停止し、失格とする。

（4） 選手は、統一されたユニフォームまたは運動服を着用し、背部にはゼッケンを付けること。

（5） ゼッケンは２０ｃｍ×２０ｃｍで上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（6） 選手は、テニス競技用シューズを履くこと。

（7） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（8） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 各メーカーのテニス公認球を使用し、大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 選手オーダー表は、試合開始前に２部を、競技本部に提出すること。

（3） スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（4） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（5） 試合終了後、両チームでコート整備を行うこと。

（6） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（7） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（8） 競技中の事故等の治療のための救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（9） ウォーミングアップなどの事前練習は、試合前に時間を設定する。

（10） 雨天またはその他の理由で試合進行が著しく遅れた場合は、ルール・組み合わせを一部変更する。

（11） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

テニス競技責任者 福岡医健・スポーツ専門学校　　田中　俊光

⑥－１　テニス競技（団体）実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 名島運動公園

福岡市東区名島２－４３　　TEL　０９２－６８１－１２７８

３． 種 別 男子個人・女子個人

４． 試 合 方 法 （1） 男女ともにトーナメント方式とする。

（2） １マッチ（試合）は、１セットマッチのノーアドバンテージ方式とする。６ゲーム対６ゲームの場合は、７ポ

イントタイブレークを行う。

（3） その他は、「ＪＴＡテニスルールブック２０２３」の競技規則に準ずる。

５． 審 判 （1） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（2） 審判は、選手によるセルフジャッジとし、トラブルがあった時は、競技本部にて判定する。

（3） 試合終了後は、勝者が結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチーム

の出場を停止し、失格とする。

（2） 選手は、ユニフォームまたは運動服を着用し、背部にはゼッケンを付けること。

（3） ゼッケンは２０ｃｍ×２０ｃｍで上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（4） 選手は、テニス競技用シューズを履くこと。

（5） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもコートに来ない選手は、棄権とみなす。

（6） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 各メーカーのテニス公認球を使用し、大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（3） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、出場を停止する。

（4） 試合終了後、両者でコート整備を行うこと。

（5） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（6） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（7） 競技中の事故等の治療のための救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（8） ウォーミングアップなどの事前練習は、試合前に時間を設定する。

（9） 雨天またはその他の理由で試合進行が著しく遅れた場合は、ルール・組み合わせを一部変更する。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

テニス競技責任者 福岡医健・スポーツ専門学校　　田中　俊光

⑥－２　テニス競技（個人）実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 名島運動公園

福岡市東区名島２－４３　　TEL　０９２－６８１－１２７８

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （1） （公財）日本ソフトテニス連盟　ソフトテニスハンドブックにより行う。

（2） 男女ともに３ペアによる点取り対抗戦とする。

（3） オーダーは毎試合提出し対戦の都度オーダーを変えてもよい。２ペアでの出場は認めるが、その際３

番手は棄権とする。

（4） すべて７ゲームで行ない、４ゲーム先取した方を勝ちとする。

５． 審 判 （1） 審判員１名は、実行委員会が別途委嘱する。

（2） 審判は、相互審判とし、正審と副審をすること。

（3） 試合終了後は、勝者チームが結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 出場選手は選手登録者に限る（４名～８名）。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、

そのチームの出場を停止し、失格とする。

（2） 選手はユニフォームを着用し背部にはゼッケンを付けること。

（3） ゼッケンはB5横サイズを基準とし上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（4） 選手はテニス競技用シューズを履くこと。

（5） ラケットはソフトテニス連盟公認のラケットを使用すること。

（6） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（7） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 ケンコーボール（公認球）を使用し大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 選手オーダー表は、試合開始前に２部を、競技本部に提出すること。

（3） 審判の判定に対する質問は、団体戦の時は監督または選手が行うが、審判の指示には従うこと。

（4） スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（5） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（6） 試合終了後、両チームでコート整備を行うこと。

（7） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（8） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（9） 競技中の事故等の治療の為の救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（10） ウォーミングアップなどの事前練習は、試合前に時間を設定する。

（11） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

ソフトテニス競技責任者 中村調理製菓専門学校　　川口　孝真

⑦－１　ソフトテニス競技（団体）実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 名島運動公園

福岡市東区名島２－４３　　TEL　０９２－６８１－１２７８

３． 種 別 男子ダブルス・女子ダブルス

４． 試 合 方 法 （1） （公財）日本ソフトテニス連盟　ソフトテニスハンドブックにより行う。

（2） 男女ともにトーナメント方式とする。

（3） 全て７ゲームで行い、４ゲーム先取した方を勝ちとする。

５． 審 判 （1） 審判は、敗者審判とし、初回戦の場合のみ競技本部の指示に従うこと。

（2） 試合終了後は、勝者ペアが結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのペア

の出場を停止し、失格とする。

（2） 選手はユニフォームを着用し背部にはゼッケンを付けること。

（3） ゼッケンはB5横サイズを基準とし上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（4） 選手は、テニス競技用シューズを履くこと。

（5） ラケットはソフトテニス連盟公認のラケットを使用すること。

（6） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過しても選手がコートに来ないときは棄権とみなす。

（7） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 ケンコーボール（公認球）を使用し大会本部が用意する。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 審判の判定に対する質問は、個人戦の時は選手のみが行うが、審判の指示には従うこと。

（3） スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（4） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのペアの出場を停止する。

（5） 試合終了後、両ペアでコート整備を行うこと。

（6） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（7） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（8） 競技中の事故等の治療のための救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（9） ウォーミングアップなどの事前練習は、試合前に時間を設定する。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

ソフトテニス競技責任者 中村調理製菓専門学校　　川口　孝真

⑦－２　ソフトテニス競技（個人）実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 中央体育館

福岡市中央区赤坂２－５－５　　TEL　０９２－７４１－０３０１

３． 種 別 男子団体・女子団体

４． 試 合 方 法 （1） 当該年度の日本バドミントン協会制定の競技規則・大会運営規定・公認審判員規定に準ずる。

（2） 男女ともにトーナメント方式とする。

（3） ２ダブルスと１シングルスの３マッチ（試合）制とし、試合順は、ダブルス→ダブルス→シングルスとする。

（4） 試合は、１ゲーム２１点のラリーポイント制とし、２ゲーム先取したチームを勝ちとする。

（5） スコアが２０点オールになった場合は、２点連続して得点（２点リード）した方が勝者となる。また、２９点

オールになった場合は、３０点目を得点した方が勝者となる。

５． 審 判 （1） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（2） 線審（ラインズマン）は、選手による相互審判とし、審判の依頼により、速やかに出ること。

（3） 試合終了後は、勝者チームが結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 選手４名～８名を事前にチーム毎に登録を行う。

（2） 同一選手の２ダブルスの出場は出来ない。（１ダブルスと１シングルスは可能）

（3） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチー

ムの出場を停止し、失格とする。

（4） 選手は統一された下記要綱のユニフォームを着用し、背部にはゼッケンを付けること。

男子は、上は襟付き半袖で、下はショートパンツとする。

女子は、上は襟付き半袖で、下はショートパンツもしくはショートスカートとする。

（5） ゼッケンは２０ｃｍ×２０ｃｍで上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（6） 選手は、競技用シューズまたは、体育館シューズを履くこと。

（7） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもメンバーが揃わないチームは、棄権とみなす。

（8） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 ＹＯＮＥＸ社製「ＮＥＷ　ＯＦＦＩＣＩＡＬ（適正温度表示番号３番)」を使用し、大会本部が用意する。但し、練習

球は、各チームで用意すること。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 選手オーダー表は、試合開始前に２部を、競技本部に提出すること。

（3） 審判員の判定には素直に従い、スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（4） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（5） 会場内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。

（6） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（7） 各チームや選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（8） 競技中の事故等の治療のための救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（9） ウォーミングアップなどの事前練習は、補助体育館を利用して実施する。

（10） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

バドミントン競技責任者 平岡栄養士専門学校　　岩本　紗矢香

　　　　　　　　　　　　　

⑧－１　バドミントン競技（団体）実施要項
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１． 日 程 令和５年１１月１６日（木）・１７日（金）

２． 会 場 中央体育館

福岡市中央区赤坂２－５－５　　TEL　０９２－７４１－０３０１

３． 種 別 男子個人・女子個人

４． 試 合 方 法 （1） 当該年度の日本バドミントン協会制定の競技規則・大会運営規定・公認審判員規定に準ずる。

（2） 男女ともにトーナメント方式とする。

（3） 試合は、１ゲーム２１点のラリーポイント制とし、２ゲーム先取した方を勝ちとする。

（4） スコアが２０点オールになった場合は、２点連続して得点（２点リード）した方が勝者となる。また、２９点

オールになった場合は、３０点目を得点した方が勝者となる。

５． 審 判 （1） 審判は実行委員会が別途委嘱する。

（2） 線審（ラインズマン）は、選手による相互審判とし、審判の依頼により、速やかに出ること。

（3） 試合終了後は、勝者が結果を速やかに競技本部へ報告すること。

６． 参 加 規 定 （1） 出場選手は選手登録者に限る。登録外者や他の競技との二重登録者を起用した場合は、そのチー

ムの出場を停止し、失格とする。

（2） 選手は下記要綱のユニフォームを着用し、背部にはゼッケンを付けること。

男子は、上は襟付き半袖で、下はショートパンツとする。

女子は、上は襟付き半袖で、下はショートパンツもしくはショートスカートとする。

（3） ゼッケンは２０ｃｍ×２０ｃｍで上段に学校名、下段に個人名を明記すること。

（4） 選手は、競技用シューズまたは、体育館シューズを履くこと。

（5） 試合開始予定時刻（前試合終了後１０分）を経過してもコートに来ない選手は、棄権とみなす。

（6） その他は、監督会議申し合わせ事項による。

７． 試 合 球 ＹＯＮＥＸ社製「ＮＥＷ　ＯＦＦＩＣＩＡＬ（適正温度表示番号３番)」を使用し、大会本部が用意する。但し、練習

球は、各チームで用意すること。

８． 注 意 事 項 （1） 監督会議には、監督またはコーチが出席することを原則とする。

（2） 審判員の判定には素直に従い、スポーツマンシップに則りフェアプレーを心掛けること。

（3） 参加規定に違反または不都合な行為があった場合は、そのチームの出場を停止する。

（4） 会場内での給水は、給水ボトルなどを使用すること。コップの使用は厳禁とする。

（5） 応援席など会場内でのゴミ等は、各チームで責任を持って持ち帰ること。

（会場内設置のゴミ箱には捨てないでください。）

（6） 選手個人の持ち物は自主管理とし、各自で責任を持って管理すること。

（7） 競技中の事故等の治療のための救急箱等は、各チームで用意し、参加チームは事前に選手の傷害

保険に加入しておくこと。

（8） ウォーミングアップなどの事前練習は、補助体育館を利用して実施する。

（9） 試合中、選手のピアス等のアクセサリー類着用を禁止する。

９． 問い合せ先 競技に関する問い合わせは、下記までご連絡ください。

バドミントン競技責任者 平岡栄養士専門学校　　岩本　紗矢香

　　　　　　　　　　　　　

⑧－２　バドミントン競技（個人）実施要項
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地図 開催競技 会場名  所在地 電話番号

① 軟式野球 春日公園 野球場 福岡県春日市原町3-1-4 092-592-0544

② フットサル ぺナスタ博多 福岡市博多区井相田2-3-3 092-588-8227

③ バレーボール 福岡市⺠体育館 福岡市博多区東公園8-2 092-641-9135

④ バスケットボール 粕屋町総合体育館 福岡県糟屋郡粕屋町駕与3-2-1 092-939-5130

⑤ 卓球 博多体育館 福岡市博多区山王1-9-5 092-481-0301

⑥ テニス・ソフトテニス 名島運動公園 福岡市東区名島2-43 092-681-1278

⑦ バドミントン 中央体育館 福岡市中央区赤坂2-5-5 092-741-0301

競技会場一覧

①

②

④③

⑥

⑦
⑤
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開催競技
フットサル

【駐車場】 【アクセス】

第１駐車場：45台
第２駐車場：48台
第３駐車場：83台
第４駐車場：64台
第５駐車場：177台・大型13台

福岡市博多区井相田2-3-3

①春日公園野球場

会場まで（博多駅起点）
車で約30分

所在地
福岡県春日市原町3-1-4

野球場

JR春日駅・⻄鉄春日原駅

JR⼤野城駅・⻄鉄⽩⽊原駅
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開催競技
フットサル

【駐車場】 【アクセス】
駐車場 54台駐車可能
お車でお越しの場合
◆ 一般道
県道112号線 ( 旧3号線 )『筑紫通入口』交差点より２分
国道3号線『金隈2丁目北』交差点より２分
『コインランドリー しゃぼん』横 ( 一方通行 ) を博多方向へ1分

◆ 九州自動車道
『太宰府IC』より１０分
『須恵スマートIC』より２０分
◆ 福岡都市高速
博多方⾯〜  『大野城出口』より３分
太宰府方⾯〜 『金の隈出口』より４分

福岡市博多区井相田2-3-3

②ぺナスタ博多

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡市博多区井相田2-3-3 車で約20分

ぺナスタ博多

⻄鉄雑餉隈駅

⻄鉄バス「板付中学校前」
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開催競技
バレーボール

【駐車場】 【アクセス】
約80台
※思いやり駐車場2台、軽自動車専用3台含む
※大型バスの駐車はできません。

福岡市博多区井相田2-3-3

③福岡市⺠体育館

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡市博多区東公園8-2 車で約10分

福岡市⺠体育館
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開催競技
バスケットボール

【駐車場】 【アクセス】
50台まで駐車可能
・お車をご利用の場合
九州自動車道 福岡インターチェンジから約10分
福岡空港より約15分

福岡市博多区井相田2-3-3

④粕屋町総合体育館（かすやドーム）

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡県糟屋郡粕屋町駕与3-2-1 車で約25分

メインアリーナ
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開催競技
卓球

【駐車場】 福岡市博多区井相田2-3-3
約90台
体育館、市⺠センター、図書館、⼦どもプラザの共用駐車
場です。
土日祝日及び大会・イベント開催時は駐車場が
混み合います。

可能な限り公共交通機関をご利用ください。

・地下鉄空港線 東比恵駅より徒歩15分
・⻄鉄バス 『⼭王公園前』より徒歩3分
 ■博多駅からお越しの方
 博多バスターミナル13番乗り場 〜『⼭王公園前』
  「8」「17」「29」
  「40」「44」「45」番
 ◆天神からお越しの方
 天神ソラリアステージ前乗り場 〜 『⼭王公園前』
  「44」番
・福岡都市高速道路 半道橋出口より車で約5分

⑤博多体育館

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡市博多区山王1-9-5 車で約10分

博多体育館

⻄鉄バス「山王公園前」
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開催競技
テニス・ソフトテニス

【駐車場】 【アクセス】
61台駐車可能。
※駐車場は駐車台数が少ないので、公共の交通機関をご利用下さい。
都市高速利用
■福岡I.C.方⾯から
「名島I.C.」にて下車。1分程度。

■香椎方⾯から
※「名島I.C.」では下車できません。一般道をご利用ください。

福岡市博多区井相田2-3-3

⑥名島運動公園

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡市東区名島2-43 車で約10分

テニスコート

⻄鉄バス「名島運動公園前」

⻄鉄⾙塚線「名島」駅
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開催競技
バドミントン

【駐車場】 福岡市博多区井相田2-3-3
駐車場 128台
（隣接する市⺠センター駐車場含む※有料）

地下鉄「赤坂」駅から徒歩5分。
⻄鉄バス「警固町」バス停から徒歩3分。
⻄鉄バス「赤坂⾨」バス停から徒歩5分。

⑦中央体育館

所在地 会場まで（博多駅起点）
福岡市中央区赤坂2-5-5 車で約15分

中央体育館
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一般社団法人 福岡県専修学校各種学校協会 
〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町 13-50 吉塚合同庁舎 6F 

TEL 092-292-6104   FAX 092-292-6197 


